
令和２年３月２５日 

 

Tel：06-6697-6222 

 

テーマ展示「世界一変な火山展」を開催します 

～大量の硫黄を噴出して噴火する不思議な火山 知床硫黄山～ 

 
 大阪市立自然史博物館では、令和２年4月11日（土）

から5月31日（日）まで、テーマ展示「世界一変な火山

展」を開催します。 

 世界遺産・北海道知床にある知床硫黄山は、大量

の溶融硫黄を噴出する世界的にもとても珍しい火山

として知られています。1936年の噴火では10万トンを

超す硫黄が噴出し、海岸まで大量の硫黄が流れ込み

ました。 

 当館外来研究員の山本睦徳（やまもとむつのり）さ

んは、この知床硫黄山の研究のほとんどを１人で行い、

その地質や硫黄噴火メカニズムを明らかにしてきまし

た。その成果は学会や論文で発表すると共に、2018

年には「世界一変な火山 知床硫黄山ひとり探査記」（サンライズ出版）として書籍にまとめられました。 

 このテーマ展示では、山本さんの研究成果や1936年の噴火の資料を元に、1936年に噴出した硫黄標

本や知床硫黄山の復元模型、多くの写真や図を展示し、「世界一変な火山」の知床硫黄山の全貌を紹

介します。 

 

■開催概要 

１.名	
 	
 称：テーマ展示「世界一変な火山展」	
 

２.会	
 	
 期：令和２年４月１１日（土）〜５月３１日（日）	
 

※新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、臨時休館する可能性があります。

最新情報は、当館ホームページ等でご確認ください。	
 

３.開館時間：午前9時30分～午後5時（入館は午後4時30分まで）	
 

４.休	
 館	
 日：月曜日（ただし5月4日は開館）、5月7日	
 

５.場	
 	
 所：大阪市立自然史博物館	
 本館２階	
 イベントスペース	
 

	
 〒546-0034	
 大阪市東住吉区長居公園1-23	
 

	
 TEL:06-6697-6221（代表）	
 FAX:06-6697-6225	
 

	
 地下鉄御堂筋線「長居」駅下車３号出口・東へ800ｍ	
 

	
 JR阪和線「長居」駅下車東出口・東へ1,000ｍ	
 

	
 ホームページ：http://www.mus-nh.city.osaka.jp/	
 

６.観	
 覧	
 料：常設展入館料（大人300円、高大生200円）	
 

※中学生以下、障がい者手帳など持参者（介護者1名を含む）、	
 

大阪市内在住の65歳以上の方は無料（要証明）。30人以上の団体割引あり。	
 

同時資料提供  
大阪科学・大学記者クラブ 
大阪教育記者クラブ 
南大阪記者クラブ 
関西レジャー記者クラブ 

報道発表資料  

展示企画者の山本睦徳氏が自作した模型	
 



■展示内容・広報用画像 

①知床硫黄山の全貌	
 

	
 知床硫黄山は北海道・知床半島にある活火山です。大量の溶融硫黄を噴出する世界的にもとて

も珍しい火山です。知床硫黄山の地質やその歴史から、知床硫黄山の全貌を紹介します。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

②1936年硫黄噴火	
 

	
 知床硫黄山は1936年に噴火し、116,523トンにも及ぶ溶融硫黄を噴出しました。その硫黄はカ

ムイワッカ川を埋め尽くし、海岸まで流れ込みました。噴火当時の資料と、現在も残る硫黄噴火

の痕跡から、どのような噴火であったかを探ります。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 	
 

知床五湖から見た知床硫黄山。3700年前に山体崩壊が発生し、現在の山容に

なった。	
 

大量の硫黄で埋まるカムイワッカ川（左：1936年）と現在の様子（右：2014年）。カムイワッカ川を埋めた

硫黄は火薬や肥料の原料としてほとんどすべて採掘されてしまった。左写真は渡邊武男・下斗米俊

夫（1937）北見国知床硫黄山昭和十一年の活動．北海道地質調査会報告（9）：1-37．から引用。 



③硫黄噴火のメカニズム	
 

	
 当館外来研究員の山本睦徳さんは、地質調査、温泉・ガス分析、電気探査など様々な手法を用

い、知床硫黄山の硫黄噴火のメカニズムを明らかにしました。山本さんの研究成果を中心に、「

世界一変な火山」の噴火について紹介します。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  知床硫黄山の噴火メカニズムを表した山本睦徳さんの自作の模型

。	
 

1936年に噴出したと考えられる縄状硫黄の産状とその標本。溶融硫黄が流れ下ったことを表している。	
 

 



■関連行事 

【ギャラリートーク】 

知床硫黄山を長年研究してきた当館外来研究員の山本睦徳さんが、展示内容について解説します。 

※新型コロナウィルス感染症拡大防止のため、やむなく中止となる場合があります。最新情報は、

当館ホームページ等でご確認ください。 

日	
 	
 時：4月29日（水・祝）	
 10時30分〜、13時30分〜	
 

	
 	
 	
 	
 	
 5月6日（水・祝）	
 10時30分〜、13時30分〜	
 

	
 	
 	
 	
 	
 5月9日（土）	
 10時30分〜	
 	
 	
 	
 	
 

参	
 加	
 費：無料（常設展入館料必要）	
 

申	
 	
 込：不要。時間になりましたら会場までお越し下さい。	
 

会	
 	
 場：自然史博物館本館イベントスペース	
 

 

 

■広報に関する問合せ 

大阪市立自然史博物館 総務課（広報担当） 大江 

TEL：06-6697-6222 FAX：06-6697-6225 e-mail:a-oe@ocm.osaka 


